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サルモネラ菌 鶏、豚などの消化

EISじ軍桃1をも[季実絶懲翼
する.食 品での汚染、残留の基準は

ない。70度で 1分以上加熱すると死

ぬが、感染すると、下痢や高熱を引

き起こす。国内では07年、約

“

∞人

が発症し、食中毒原因の 3位 になつ

てい 6́。

一回
目
週
日
多
剤
耐
性
菌

４
割

確実に加熱・調理を
着手大動物医学食品安全教育研究

センター長の品り
'1邦
汎教授 (食品安

全学)の 話 鶏肉の実態を全国規模

で明らかにした点で意義がある。た

だ、鶏肉の生産や食肉処理の段階

で、サルモネラ菌を直ちにゼロにす

るには、膨大なコス トが必要で事業

上、不可能だ。

消費者や販売店は、歯力壌 肉に付

着していたとしても、常温で菌を増

ゃしたり、まな板の上で他の食材に

広げたりせず、確実に加熱、議理す

ることが大切だ。生産者や処理業者

も衛生管理を進めて、より安全な鶏

肉を生産する努力が重要だ。

大学院教授ら全国調査

国
産
鶏
肉
（
ひ
き
内
）
の
約
２
割
か
ら
、
食
中

き
を
起
こ
す
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
都
籍
ｎ

さ̈
れ
た
。

欧
州
に
比
べ
、
２
倍
以
上
の
汚
染
率
だ

っ
た
。

ま
た
、
５
種
類
以
上
の
抗
生
剤
が
効
か
な
い
耐

性
菌
が
４
割
を
超
え
て
い
た
。
市
販
の
鶏
肉
８

２
０
検
体
を
調
べ
た
も
の
で
、
全
国
規
模

で
調

べ
た
初
の
調
査
に
な
る
。
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
は
加

熱
す
れ
ば
死
滅
す
る
た
め
、
専
門
家
は
十
分
な

加
熱
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
　

　

（林
義
則
）

調
査
は
、
天
使
大
学
大
学
院

（
札
幌
市

）
の
平
井
克
哉

教
授

（
家
警
微
生
物
学
、
墜

呈
入
名
誉

教
授
）
が
“
，
０８
年
、
各
地
の
衛

生
研
究
所
の
協
力
で
実
施
し
た
。

牛
産
地
が
確
認
で
き
る
国
産
の
鶏

肉
８
２
０
検
体
を
集
め
、
サ
ル
モ

ネ
ラ
菌
に
よ
る
汚
染
が
な
い
か
調

べ
た
。
こ
の
結
果
、
約
２０

％
に
あ

た
る
１
６
３
検
体
か
ら
サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
が
検
出
さ
れ
た
。
調
査

で

は
、
バ
ラ
バ
ラ

で
検

査
し
や
す

く
、
食
肉
処
理
の
過
程
で
汚
染
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
、
ひ
き
肉
を

使

っ
た
。

英
国
や
イ
タ
リ
ア
、
ス
ベ
イ
ン

で
も
０１
年
以
降
、
同
規
模
の
鶏
肉

（
主
に
ひ
き
肉
）
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
汚
染
率
は
４
～
９
％

だ

っ
た
。

さ
ら
に
、
各
地
の
衛
生
研
究
所

の
協
力
で
、
食
中
毒
患
者
か
ら
採

れ
た
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
と
、
遺
伝
子

の
型
を
比
較
し
た
。
す
る
と
、　
一

部
の
菌
は
、
鶏
肉
か
ら
分
離
さ
れ

た
菌
の
遺
伝
子
型
と
酷
似
し
て
お

り
、
鶏
内
を
食
べ
て
、
食
中
毒
に

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
分
か

っ
た
。

ま
た
、
鶏
肉
か
ら
見
つ
か

っ
た

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
の
大
半
が
、
抗
生

剤
が
効
か
な
い
耐
性
田
だ

っ
た
．

５
種
類
以
上
の
抗
生
剤
が
効
か
な

い
多
刺
耐
性
菌
も
４５
％
あ

つ
た
。

８
種
類
の
薬
剤
が
効
か
な
い
菌
も

見
つ
か
っ
た
。
ご
く

一
部
だ
が
、

沿
療
の
切
り
札
と
な
る
新
し
い
キ

ノ
ロ
ン
系
の
抗
生
剤
が
効
か
な
い

菌
も
あ

っ
た
。

こ
の
結
果
は
、
今
月
２７
日
に
北

海
道
大
で
開
か
れ
る
日
本
食
品
微

生
物
学
会

セ
ミ
ナ
ー
で
発
表
す

る
。平
井
教
授
は

「考
え
て
い
た
よ

り
高
い
汚
染
率
だ

っ
た
。
家
庭
や

飲
食
店
で
は
、
鶏
肉
も
十
分
に
加

熱
し
て
、
蒻
理
前
に
は
冷
蔵
庫

で

し

っ
か
り
保
存
し
て
欲
し
い
。
生

産
者
は
、
鶏
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

鶏
舎
の
衛
生
管
理
を
徹
底
し
て
、

資

理
上
の
段
階
Ｆ
獄
味査
や
監

視
が
必
要
だ
」
と
話
し
て
い
る
。


